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『藷も恥節紛④目墓昌』　遠賀川保育園2月1日

＊　2　月　の税金　＊

固定資産税（4期分）　納期　2月16日（土）＿28日（木）

◎町税の納税1㌔便利で安心な口座振替をご利用ください。

お申込みは、金融機関へ。

碩抜金融機剛お遠賀郡農協遠賀支所、遠賀信用金庫、福岡銀行です。
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農業委員会委員選挙人名簿の
縦覧

遠賀町選挙管理委員会は、農業委員会

委員選挙人名簿を2月親日（土）から3

月9日（土）までの15日間、役場総務課

窓口において8時30分から17時まで縦覧

に供します。

中 央 �i国書重ニュース 
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舎
ふ
ふ
X
Y
や
争
奪
ふ
ふ
X
T
や
命
令
ふ
ふ
呈
T
や
命

綱
納
税
相
談
　
輔

命
令
ふ
ふ
ふ
T
Y
や
命
令
ふ
ふ
ふ
王
マ
マ
や
命
令
杏

昭
和
五
十
九
年
分
所
得
税
確
定
申
告
の
相
談
受
付
を
次
の
日
程

で
行
い
ま
す
の
で
該
当
者
は
も
れ
な
く
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

所
　
得
　
税
　
の
　
確
　
定
　
申
　
告

土
地
や
家
屋
な
ど
を

売
っ
た
と
き
の
申
告
は

土
地
や
家
屋
な
ど
を
売
っ
た
と
き
の
利
益

（
譲
渡
所
得
）
に
対
し
て
は
、
所
得
税
が
か

か
り
ま
す
。

こ
の
酸
渡
所
得
に
つ
い
て
は
、
売
渡
し
な

ど
譲
渡
が
あ
っ
た
年
の
翌
年
の
二
月
十
六
日

か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
の
問
に
所
得
説
の
確

定
申
告
と
納
税
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。

◎
印
は
譲
渡
所
得
の
み
受
付
け
し
ま
す
。

▲
印
は
譲
渡
所
得
と
一
般
の
申
告
も
併
せ
て
受
付
け
し
ま
す
。

右
日
程
に
来
ら
れ
な
い
人
は
3
月
5
日
（
火
）
、
6
日
（
水
）
に

行
い
ま
す
。

こ
の
所
得
税
の
確
定
申
告
が
期
限
（
三
月

十
五
日
）
に
遅
れ
ま
す
と
、
無
申
告
加
算
税

な
ど
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
必
ず
期
限
内
に

確
定
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
自
分
の
住
ま
い
を
売
っ
た
と
き
の

三
千
万
円
の
特
別
捜
除
や
居
住
用
財
産
の
買

換
え
の
特
例
な
ど
の
課
税
の
特
例
は
、
所
得

税
の
確
定
申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
適
用

は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

課
税
の
特
例
の
適
用
を
受
け
ら
れ
る
方
は

必
ず
確
定
申
告
富
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
若
松
税
務
署

＄
（
7
6
1
）
2
5
3
6
へ
ど
う
ぞ
。

税

務

署

か

ら

の

お

願

い

碧
磁
税
務
署
で
は
、
一
部
の
事
務
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

で
処
理
し
て
い
ま
す
。
税
務
署
へ
の
申
告
や
税
金
の
納
付

の
際
に
は
、
税
務
署
か
ら
お
送
り
し
ま
し
た
、
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
用
の
申
告
書
や
納
付
書
を
使
用
し
て
、
所
定
の
棚

に
正
確
に
記
入
の
上
、
手
続
き
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
北
九
州
市
内
の
小
倉
・
八
幡
・
門
司
の
各
税
務

署
も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
処
理
し
て
い
ま
す
。

〟
振
替
納
税
制
度
〟
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

所
得
税
の
細
説
方
法
に
、
振
替
艶
現
制
度
と
い
う
の
か

あ
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
あ
ら
か
じ
め
指
定
し
た
銀
行
な

ど
の
預
金
口
座
か
ら
振
替
に
よ
っ
て
親
で
き
る
と
い
う

も
の
で
、
納
税
の
た
め
の
手
続
が
少
な
く
て
済
み
、
大
変

便
利
で
す
。

こ
の
制
度
を
新
た
に
利
用
す
る
に
は
霜
貯
金
口
座
振

替
依
頼
至
と
、
「
納
付
害
送
付
依
頼
書
」
を
、
預
金
先

の
金
融
機
関
ま
た
は
若
松
税
務
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
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も妨すり福岡県1位＿森隷糟県誤を
1月238、岡垣町のカントリーエレベーターで行われた

第29回福岡県産米改善加工技術大会で、遠賀町代表の競

技者・村田常則きん、補助者・太田勝美さん・村田光弘

さんの木守チームが、県内各地から選出された24チーム

中、もみの混入、はだすれ米の有無、歩軌」、もみすり

スピードなど7つの審査項目で最高点を猿得し、みごと

健勝きれました、

また、地元北九州米麦加工改良組合（八幡農林事務所管

内）は総合点で団体健勝をはたし、二重の曹びにわし、て

／三三／（ ��∴．∴「∴章 
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〝あとで“よIl“いま〝が大切

火の強ま

表
彰
を
受
け
る
村
田
縛
則
さ
ん

真
剣
な
目
つ
き
で
も
み
の
様
子
を
ヽ

見
る
　
村
田
チ
ー
ム

こ
利
用
く
だ
さ
い

消

費

生

活

相

談

な
ん
で
も
、
お
気
軽
に
こ
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
期
　
日
　
2
月
2
2
日
（
金
）

▽
時
　
間
　
1
3
時
5
0
分
－
ュ
6
時

▽
場
　
所
　
公
民
館
別
館
嫁
の
聞

▽
相
談
役
　
消
費
生
活
相
談
員

・
林
　
初
代
（
尾
崎
）

〇
割
田
美
代
子
（
広
漠
）

中
遠
地
区
少
年
の
船

ス
タ
ッ
フ
募
集

こ
の
部
薬
は
、
中
間
市
・
遠
賀
郡
拝
借
の

子
ど
も
選
に
沖
縄
研
修
・
船
内
研
修
を
通
し

て
、
考
え
方
、
基
本
的
な
生
活
態
度
な
ど
を

挙
は
せ
、
子
と
も
た
ち
の
健
全
育
成
と
明
る

い
地
域
づ
く
り
を
目
的
に
行
う
も
の
で
す
。

こ
の
主
旨
に
賛
同
さ
れ
る
方
は
議
く
だ

さい。
▽
薬
人
数
　
三
十
名
（
1
8
韻
以
上
、
大
・

高
校
生
可
）

▽
研
修
期
間
　
0
0
年
8
月
1
3
日
－
1
7
日

▽
定
例
打
合
せ
会
隔
週
と
事
前
研
修
三
回

▽
定
例
会
の
場
所
中
闇
市
英
公
民
館

▽
研
修
行
先
　
沖
縄
本
島

▽
ス
タ
ッ
フ
参
加
費
　
五
万
円
程
度

▽
薬
期
限
　
3
月
3
1
日
ま
で

▽
連
絡
先
岡
垣
町
南
高
揚
船
津
丸
秀
樹

舘
（
2
8
2
）
9
1
3
8

（
ュ
9
時
か
ら
2
1
時
の
閲
に
）

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

2

月

甥

日

－

－

∴

3

月

1

3

日

火
の
用
心
　
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

一
、
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を
し

な
い

二
、
孟
状
は
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で
遊
ば
せ

な
い

三
、
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を
し
な
い

四
、
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
ば
、
そ
の
場
を

離
れ
な
い

五
、
象
の
回
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か

な
い

六
、
風
呂
の
空
だ
さ
を
し
な
い

七
、
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い
も
の
を
近

づ
け
な
い

車
両
火
災
、
山
火
車
予
防
運
動
も
二
月
二

十
八
日
か
ら
三
月
六
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
行
い
ま
す

三
月
七
日
か
ら
三
月
十
三
日
の
聞
、
午
前

七
時
と
牛
後
八
時
の
二
回
町
内
の
サ
イ
レ
ン

吹
鳴
を
各
一
分
間
行
い
ま
す
。

郡
内
火
災
・
救
急
律
敵

昭
和
五
十
九
年
一
月
～
十
二
月

光
三
水
巻
一
岡
垣
重
畳

火
災
一
÷
一
÷
≡

救
急
二
三
蓄

垂
木
線
バ
ス
転
換
が
決
定
／

①
　
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日
限
り
で
廃
止
。
四
月
一
日
か
ら

西
鉄
パ
ス
で
代
替
輸
送
。
現
在
の
パ
ス
ル
ー
ト
鞍
手
町
役
場
～

遠
賀
川
閲
を
五
往
復
増
便
す
る
ほ
か
、
室
木
～
遠
賀
川
間
に
新

し
く
七
往
復
運
行
。

②
　
通
勤
、
通
学
の
定
期
利
用
者
の
差
額
補
償
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
国
鉄
が
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
。
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ミニカーも普通自動車

免許証が必要に
ミニカー限定免許輪験の実描

道路交通法施行令及び道路交通法

施行規則の一部が改正され、2月15

日から施行されることとなりまし

た。この改正により、現在原動機付

自転車とされている総排気量50cc以

下21∝以上の三・四輪車、いわゆる

「ミニカー」は施行後、普通自動車

となり、運転するには普通自動車免

許が必要となります。

＞試験期間　昭和60年2月15日～8

月14日までの6カ月間、毎週火曜日

＞受付時間　8時30分～9時

＞場　　所　北九州自動車運転免許

試験場

＞手数料　試験手数料1．500円

交付手数料1，100円

＞受験資格　2月14日現在、大型特

殊免許、自動二輪免許または原付免

許を受けており、かつ、ミニカーの

運転に従事している者（身体障害者
の乗っている原付三・四輪車も含ま

れる）その他、申請書添付曹類や試

験の方法などの詳細については、

折尾警察署交通総務係

田（691）0331内線261へどうぞ。

Aブロック優勝　東和菟チーム

Bブロック優勝　巻貝チーム

「1、2…1、2・・…・」
－ジョギング教室－

あらゆるスポーツの基礎であるジョギン

グの教室が毎週日曜日、総合グラウンドで

親子約40人が集まって開かれています。走

り方にもフォームがあって案外むずかしい

みたいですが、福岡教育大陸上部のコーチ

達が楽しくわかりやすく教えてくれている

そうです。3月10日まで教室が開かれます。

寒

「ナイス・シュート．／」
－遠賀少年サ・リカーチーム－

遠賀少年サッカークラブ（対象は小学生）の
子ども達が、週に5日、2時間の練習を行って
います。

現在北九州リーグに参加しており、このほど

行われた試合では、北九州市のチームと対戦し
て10対0で敗れました。しかし、「今度の試合

はいただくぞ」とばかり、寒風の申、クラブ員

はがんばっています。

・　売、
」

れ
ま
し
た
。
町
内
＋
地
区

か
ら
二
十
チ
ー
ム
が
出
増
し
、

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

競
技
が
盛
大
に
開
催
さ

閉
園
図

一
月
二
十
七

日
㈲
、
勤
労
者

体
育
セ
、
ノ
ダ
ー
で
、

風
営
法
が

改
正
さ
れ
ま
す

二
月
十
三
日
か
ら
、
「
風
俗
営
業
等
取
締

法
」
が
一
部
改
正
さ
れ
て
、
こ
の
法
律
の
目

的
と
す
る
「
善
良
の
風
俗
と
清
浄
な
風
俗
環

境
の
保
持
及
び
少
年
の
健
全
な
育
成
に
障
害

を
及
ぼ
す
行
為
の
防
止
」
を
達
成
す
る
た
め

に
次
の
許
可
、
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

。
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
ゲ
ー
ム
喫
茶
そ
の

他
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
機
、
ス
ロ
ッ
ト
マ
シ
ン

な
ど
を
備
え
て
い
る
店
は
、
法
の
施
行
の

白
（
二
月
十
三
日
）
か
ら
三
カ
月
以
内
に

風
俗
営
業
の
許
可
を
受
け
る
必
漠
が
あ
り

ます。・
午
前
0
時
か
ら
日
出
時
ま
で
の
間
に
酒

を
提
供
し
て
い
る
飲
食
店
に
つ
い
て
は
、

同
じ
く
一
カ
月
以
内
に
届
出
が
必
要
で
す

詳
細
に
つ
い
て
は
、
折
尾
警
察
署
防
犯
課

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
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＼／嘆貢 

続
高
話
貝
町
文
学
散
歩

冬

の

水

路

日
向
ぽ
こ
に
影
し
て
一
人
加
れ
り禅

寺
洞

庭
の
か
た
す
み
の
桜
の
木
も
、
楓
の
木
も

美
し
く
棟
木
に
な
っ
て
、
暖
か
い
冬
の
陽
が

一
面
に
ふ
り
そ
そ
ぐ
。
こ
ん
な
白
は
南
側
の

凪
の
あ
た
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
日
向
ぽ
こ
毒
薬
し

む
老
人
の
姿
を
よ
く
見
か
け
る
。

「
今
日
は
ー
い
い
お
天
気
で
す
な
I
L

と
声
を
か
け
て
、
そ
の
横
に
坐
り
こ
む
。

そ
れ
か
ら
い
ろ
い
ろ
の
諸
が
は
ず
ん
だ
。

日
南
は
こ
の
人
々
と
別
れ
、
浅
木
の
南
か

ら
底
井
野
の
中
村
を
通
っ
て
、
広
い
通
路
を

遠
賀
川
の
堤
防
に
出
る
。

対
岸
中
間
市
の
家
並
み
の
う
し
ろ
に
は
、

皿
倉
山
、
坊
住
山
、
金
剛
山
、
尺
岳
と
連
な

っ
た
山
脈
が
福
智
山
へ
つ
つ
く
。
暖
冬
の
隕

毒
づ
け
て
代
錯
い
ろ
の
山
肌
が
美
し
い
。

眠
る
山
を
そ
ひ
ろ
に
家
並
生
き
て
い
る

穀
の
穂
に
沈
む
山
々
午
後
に
な
る

癖
の
い
ろ
し
ろ
く
冬
日
が
暮
れ
い
そ
ぐ

ふ
り
か
え
る
と
一
面
の
田
圃
は
、
麦
の
さ

み
ど
り
が
春
を
迎
え
る
姿
で
あ
ざ
や
か
に
冬

場
を
反
射
し
て
い
る
。

河
口
湖
は
満
満
と
水
を
瀬
え
、
冬
空
の
い

ろ
を
映
し
て
、
そ
の
横
に
滴
れ
た
水
路
が
、

上
流
か
ら
下
流
に
向
っ
て
一
線
に
、
海
の
方

に
向
っ
て
い
る
。

こ
の
溝
は
神
田
川
と
よ
ば
れ
て
、
昔
か
ら

瀬
漑
用
の
大
切
な
水
路
で
あ
っ
た
。
取
水
口

は
塩
田
堰
で
そ
こ
か
ら
送
る
水
で
、
遠
賀
町

一
千
町
歩
の
田
圃
が
毎
年
登
か
な
稲
を
稔
ら

し
だ
の
で
あ
る
。

昔
か
ら
度
々
水
路
の
補
修
が
な
さ
れ
、
こ

の
溝
を
守
っ
て
き
た
が
、
明
治
末
か
ら
大
正

に
か
け
て
の
遠
賀
川
大
改
修
で
、
大
体
現
注

の
よ
う
な
型
に
な
っ
た
。
更
に
今
度
の
河
口

堰
の
工
奉
に
よ
っ
て
、
今
の
よ
う
な
護
岸
工

罵
れ
莱
て
、
上
流
の
中
間
市
大
暖
か
ら
下

流
島
津
ま
で
の
水
路
が
完
成
し
た
。

毎
年
五
月
中
旬
か
ら
十
月
初
旬
ま
で
の

閲
、
遠
賀
川
の
水
が
こ
の
潜
を
流
れ
て
、
途

中
、
老
良
、
神
屋
敷
、
塵
戸
な
ど
の
取
入
れ

ロ
を
調
整
し
な
が
ら
全
町
の
水
田
を
潤
す
の

で
あ
る
。

老
良
公
園
に
あ
る
神
田
川
疎
水
弾
は
そ
う

し
た
歴
史
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
そ
の
横
に
あ
る
石
橋
は
、
遠
賀
川
の

水
を
取
り
入
れ
る
た
め
造
ら
れ
た
石
井
手
で

明
治
に
な
っ
て
か
ら
の
も
の
で
あ
る
が
、
麓

耕
遺
構
と
し
て
寅
重
な
も
の
で
あ
る
と
と
も

に
、
祖
先
の
人
た
ち
の
こ
く
ろ
う
壱
物
語
る

も
の
で
あ
る
。

石
井
手
の
歴
史
を
語
る
冬
日
影

（
片
山
花
組
史
）

郡
駅
伝
大
会
で

一
月
二
十
七
日
、
島
門
小
学
校
前
を
ス
タ

ー
ト
し
て
、
鬼
津
、
尾
崎
周
回
コ
ー
ス
で
第

三
十
三
回
遠
賀
郡
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
、
参

加
十
チ
ー
ム
で
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
け
ら
れ
ま

した。遠
賀
町
か
ら
は
二
チ
ー
ム
が
出
場
し
、
A

チ
ー
ム
が
見
聖
二
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
六
区
間
銃
・
4
慮
）

・
優
勝
　
水
巻
A
 
l
時
間
2
7
分
1
0
秒

（大会薪）

・
準
優
勝
　
芦
屋
A
 
l
時
間
桝
分
1
5
秒

（大会新）

・
三
　
位
　
遠
賀
A
 
l
時
間
豹
分
2
1
秒

（大会新）

。
六
　
位
∴
遠
賀
B

▽
区
間
賞
（
本
町
関
係
者
の
み
）

・
大
場
幸
治
1
4
分
0
0
秒

・
大
場
和
久
　
ュ
4
分
2
4
秒

遠
賀
町
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

一
区
　
大
場
　
幸
治
（
島
　
津
）

二
区
橋
本
光
宏
（
松
ノ
木
）

三
区
　
町
頭
政
尚
（
尾
　
崎
）

四
区
金
屋
　
茂
革
（
東
和
苑
）

五
区
大
場
和
久
（
島
津
）

六
区
　
高
橋
　
英
則
（
松
ノ
本
）
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添田　幸代ちゃん

（掌磐さんの長女）
昭年59年2月21日生

私は女の子、男の子じゃない
よ。私のチャームポイントは、

はっぺのえくぼ。この写真じゃ

わかんないかなあー。将来は、
かわいい花嫁さんになるつもり
…楽しみだな－。

広渡1751番地の2

石松　　覚　くん

（義美さんの長男）

昭和59年4月17日生

ママのおなかから1カ月も早

く出てきたあわてんほうだけ

ど、元気にすくすくと育ってい

ます。「山椒は小粒でも・・」って

言うでしょ．′暖かくなって公国
に行くのを楽しみに待ってます
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擬
書
評
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離
艦
鯖
繊
騨

一
門
∵
－
i
。
H
　
　
　
　
〈
　
糞
i
i
主
∴
I
u
一
日
∴
」
㍑

癌
控
掘
縄
懲
冊

▽
期
　
日
　
2
月
1
8
日
（
月
）

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
か
ら
1
0
時
5
0
分
の
間

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
場
所
役
彊
室

▽
対
象
児
　
生
後
3
～
6
カ
月
児

▽
持
参
晶
∴
母
子
手
帳

▽
内
　
容
体
雫
身
長
等
の
測
定

▽
科
金
　
無
料

▽
期
　
日
　
2
月
統
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
ま
で
に
お
い
で
く
だ

さい。

▽
場
　
所
役
場
保
健
室

▽
対
象
著
　
妊
産
婦

▽
持
参
品
　
手
帳
交
付
の
人
は
印
鑑

▽
内
　
容
　
新
生
児
の
扱
い
方

入
浴
指
導
∴
母
子
手
帳
交
付

▽
料
金
無
料

四
六
時
中
、
頭
を
枕
に
つ
け
だ
ま

ま
の
お
年
寄
り
に
と
っ
て
、
髪
の
汚

れ
を
洗
い
流
す
さ
あ
や
か
さ
は
格
別
。

頭
が
す
っ
き
り
す
る
と
、
気
分
も
シ

ナ
快
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
寝
た
ま
ま
の
洗
髪
は
、

病
人
を
思
い
の
ほ
か
疲
れ
さ
せ
ま
す
。

体
調
を
見
な
が
ら
、
日
中
の
暖
か
い

時
間
を
選
ん
で
洗
っ
て
あ
げ
て
く
だ

さ
い
。ま

た
、
空
腹
時
や
満
腹
時
は
避
け
、

排
便
も
す
ま
せ
て
お
き
ま
す
。

［
日
間
風
聞
開
聞
』
］

▼
バ
ス
タ
オ
ル
・
…
二
本
（
敷
き

用
、
頭
ふ
き
用
）

▼
座
ふ
と
ん
‥
‥
三
枚
（
下
に
敷

い
て
上
半
身
を
起
こ
す
）

▼
ビ
ニ
ー
ル
風
呂
敷
・
二
枚

▼
洗
髪
パ
ッ
ド
…
・
「
作
り
方
」

参
照

▼
洗
面
器
と
バ
ケ
ツ

▼
三
十
九
～
四
十
度
ぐ
ら
い
の

湯
…
・
バ
ケ
ツ
二
、
三
杯

▼
ヘ
ア
ブ
ラ
シ
、
シ
ャ
ン
プ
ー

リ
ン
ス
、
ヘ
ア
ド
ラ
イ
ヤ
ー
、

ヘ

ア

ト

ニ

ッ

ク

H
〓
開
聞
〓
J

①
座
ふ
と
ん
の
上
に
、
ピ
ー
一
－
ル

風
呂
敷
と
バ
ス
タ
オ
ル
を
重
ね
、
そ

れ
を
頭
と
背
中
の
下
に
置
い
て
枕
元

を
高
く
す
る
。
床
か
ら
の
高
さ
は
二

十
五
⊥
二
十
セ
ン
チ
が
適
当
。

②
別
の
バ
ス
タ
オ
ル
を
扇
子
の
形

に
折
り
、
首
の
周
り
に
巻
く
。
こ
う

す
る
と
首
の
ほ
う
に
湯
が
ま
お
ら
な

い
し
、
後
で
嬰
が
ふ
き
や
す
い
。

③
「
洗
髪
パ
ッ
ド
」
を
頭
の
卜
に
話

き
、
パ
ッ
ド
の
先
を
洗
面
器
の
中
に

入
れ
、
洗
面
器
の
緑
と
「
洗
髪
パ
ッ

ド
」
を
淀
だ
く
ぼ
さ
み
で
と
め
る
。

④
髪
を
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
し
て
か
ら

ぬ
ら
し
、
シ
ャ
ン
プ
ー
を
つ
け
て
地

肌
を
よ
く
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
な
が
ら
洗
う
。

⑤
シ
ャ
ン
プ
ー
を
洗
い
流
し
、
十

分
に
す
す
ぐ
。
二
度
洗
い
し
、
最
後

に
リ
ン
ス
を
し
て
す
す
ぐ
。

⑥
パ
ッ
ド
を
は
ず
し
、
首
に
巻
い

た
バ
ス
タ
オ
ル
の
端
を
つ
ま
ん
で
頭

の
上
ま
で
延
ば
し
、
よ
く
ふ
く
。
ド

ラ
イ
ヤ
ー
で
乾
か
す
時
は
、
三
十
～

四
十
セ
ン
チ
離
し
た
位
置
か
ら
、
耳

を
手
で
カ
バ
ー
し
て
温
風
を
あ
て
る
。

⑦
よ
く
乾
い
た
ら
、
ヘ
ア
ト
ー
一
ッ

ク
を
つ
け
て
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
、
ブ
ラ

ッ
シ
ン
グ
で
髪
を
撃
え
る
。
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避
妊
　
の
話
㈲

折
尾
田
中
産
婦
人
科
　
田
　
中
　
壮
　
介

見

直

そ

う

お
米
を
使
っ
た
料
理

－
　
食
生
活
改
善
推
進
会
の
調
理
実
習
I

前
回
、
　
『
臆
の
自
浄
作
用
が
あ

り
、
そ
の
主
役
が
乳
酸
菌
で
あ
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
人
体
の
機

能
と
は
、
す
ぼ
ら
し
い
も
の
で
す

ね。
同
感
で
す
。
議
の
自
浄
作
畳
は
一
例

に
過
ぎ
ま
せ
ん
が
、
神
の
設
計
さ
れ
た
人
体

は
巧
妙
を
極
め
、
ム
タ
は
全
く
あ
り
ま
せ

ん
。
病
気
を
治
す
の
は
医
者
で
な
く
神
か
ら

授
け
ら
れ
た
自
然
治
癒
力
で
す
。
医
者
は
自

然
回
復
力
を
少
し
で
も
高
め
た
り
、
あ
る
い

は
こ
れ
を
そ
善
す
る
も
の
を
除
い
た
り
す
る

に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
医
療
の
本
質
で
す
。

第
三
番
目
の
避
妊
法
と
し
て
経

口
避
妊
薬
が
あ
り
、
一
審
多
く
婦

人
の
問
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
ズ
バ
リ
言
っ
て
、
ど
う
し
て

避
妊
に
効
く
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
承
知
の
通
り
卵
巣
か
ら
卵
胞
ホ
ル
モ
ン

と
黄
体
ホ
ル
モ
ン
が
分
泌
さ
れ
ま
す
。
前
者

は
子
宮
内
膜
を
成
熟
さ
せ
る
作
用
が
あ
り
、

後
者
豊
吉
内
膜
が
更
に
み
ず
み
ず
し
く
な

り
、
排
卵
さ
れ
た
卵
が
も
し
も
受
精
し
た
と

き
内
膜
着
床
し
や
す
く
す
る
働
き
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
二
つ
の
ホ
ル
モ
ン
の
少
量
を
五
対

一
に
混
合
し
た
も
の
が
経
口
避
妊
薬
で
す
。

こ
れ
を
一
カ
月
呑
む
と
排
卵
を
抑
制
す
る
の

で
、
排
卵
が
な
い
か
ら
妊
娠
し
な
い
の
で

す。
穂
族
保
存
の
た
め
排
卵
、
妊
娠
、
分
娩
を

推
進
す
る
の
か
こ
の
二
つ
の
ホ
ル
モ
ン
の
役

目
で
す
が
、
用
量
を
か
え
て
用
い
る
と
、
種

族
滅
亡
の
薬
に
も
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
医

学
が
咲
か
せ
た
「
ア
ダ
花
」
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
れ
の
賛
否
は
歴
史
の
批
判
を
得
た
ね

は
な
り
ま
せ
ん
。
　
　
　
（
つ
つ
く
）

私
た
ち
の
健
康
は
、
ま
ず
食
生
活

に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
本
人
の
食
事
は
主
食
と
副
食
の

区
別
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。

米
は
消
化
の
た
い
へ
ん
よ
い
食
品

で
、
お
い
し
く
栄
養
価
が
高
く
飽
き

が
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
米
は
い
ろ
ん

「
上
手
に
粉
せ
っ
け
ん
を
使
い
ま
し
ょ
う
」

一
月
二
十
四
日
、
英
公
民
館
調
理

室
で
「
粉
せ
っ
け
ん
使
用
実
演
会
」
（

原
酒
寅
生
活
課
主
催
）
が
開
か
れ
、
主

婦
六
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

従
来
の
合
成
洗
剤
の
排
水
に
よ
る
富
栄

養
化
な
ど
で
河
川
汚
染
が
問
題
化
し

て
、
リ
ン
を
含
ま
な
い
粉
せ
っ
け
ん
を

使
い
、
豊
か
な
自
然
を
取
り
戻
そ
う
と

い
う
こ
と
で
開
か
れ
た
も
の
で
す
。
実

演
会
で
は
「
汚
れ
を
落
と
す
」
の
映
画

を
観
賞
し
、
県
消
寅
生
活
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
が
粉
せ
っ
け
ん
を
使
っ
て
、
水
や

お
湯
の
場
合
の
汚
れ
落
ち
な
ど
の
効
果

を
実
際
に
指
導
し
ま
し
た
。

な
合
田
と
も
よ
く
合
っ
た
け
に
、
副
食
に
和

風
、
洋
風
、
中
華
風
等
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
献

立
を
考
え
た
い
も
の
で
す
。

一
月
二
十
四
日
、
英
公
民
館
調
理
室
で

遠
賀
町
食
生
活
政
義
進
会
（
経
費
会
）
の

会
員
三
十
五
名
が
参
加
し
て
ピ
ラ
フ
の
ラ
イ

ス
コ
ロ
ッ
ケ
、
大
根
菜
と
わ
か
め
ご
飯
な
ど

の
米
を
使
っ
た
料
理
、
五
品
の
実
習
を
行
い

ま
し
た
。
母
と
子
、
婦
人
会
、
老
人
会
等
を

対
象
に
講
演
や
実
習
試
食
な
ど
の
食
恕
指
導

を
実
施
し
、
家
庭
の
健
康
を
築
く
食
生
活
改

善
に
努
め
て
い
る
給
費
会
。
当
日
の
料
理
を

一
部
紹
介
し
ま
す
の
で
み
な
さ
ん
の
こ
家
庭

で
も
作
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

ピ
ラ
フ
の
ラ
イ
ス
コ
ロ
ッ
ケ

◎
材
料
（
4
人
分
）

ご
飯
・
茶
碗
6
杯
　
鶏
肉
・
M
g
　
さ
や

い
ん
げ
ん
・
0
0
グ
　
玉
葱
・
小
1
コ
　
油
・

大
さ
じ
1
　
カ
レ
ー
粉
・
大
さ
じ
％
塩
・

少
量
∴
メ
ル
テ
ィ
チ
ー
ズ
・
5
0
g
　
卵
・
小

麦
粉
・
パ
ン
粉
・
ト
マ
ト
ケ
チ
ャ
ッ
プ
・
揚

油
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
パ
セ
リ
適
宜

◎
作
り
方

⑧
鶏
肉
は
5
両
角
切
り
、
い
ん
け
ん
は
塩
ゆ

で
に
し
、
み
じ
ん
切
り
。

⑪
油
で
①
壱
炒
め
、
中
火
に
し
て
ご
飯
と
マ

ー
ガ
リ
ン
を
加
え
て
よ
く
炒
め
、
カ
レ
ー

粉
を
ふ
り
入
れ
て
全
体
に
よ
く
な
じ
ま

せ
、
塩
で
味
を
避
え
る
。

⑧
5
競
角
に
切
っ
た
チ
ー
ズ
を
⑪
に
加
え
て

三
角
の
お
に
ぎ
り
を
作
る
。

④
⑧
に
小
暑
湯
、
溶
き
卵
、
パ
ン
粉
の
順
に

つ
け
て
一
八
〇
度
の
油
で
き
つ
ね
色
に
揚

げ
る
。
キ
ャ
ベ
ツ
の
せ
ん
切
り
と
パ
セ
リ

を
つ
け
合
わ
せ
る
。

大
根
葉
と
わ
か
め
ご
飯

◎
材
料
（
4
人
分
）

米
・
2
C
　
大
横
楽
・
1
5
0
g
∴
わ
か
め
・
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勘の遠賀調整彊語夢衰下

日 �曜 �行　　事　　内　　容 �時　　間 �実施会場 �担当係名 � �詳　細 

18 �月 �所得税の確定申告 � �役場 第2会議室 �町民税係 �殺渡所得のみ �2iヾ－ジ 

乳　　児　　相　　談 � �役場保健室 �保健衛生係 �生後3－6カ月児 �6ページ 

19 �火 �所得税の確定申告 � �役場 第2会強堅 �町民税係 �譲渡所得のみ �2ページ 

家　庭　教　育　学　級 � �中央公民館 �社会教育係 �家庭教育学級生 � 

20 �I 水 � � �中央公民館 �社会教育係 �学級生 � 

町　民　憩∴談　会 �19：00－ �中央公民館 �企画調整係 � � 

21 �木 �手　話i∴講　座　⑬ � �中央公民館 �社会教育係 �手話教室生 � 

22 �金 �消　費　生　活　相　談 � �公民館別館 �産　業　係 �消費生活全般について苔 ださい。 �3ペ一一ジ 

23 �土 �乳　幼　児　学　級 � �強談保貴国 山びこ保育園 �社会教育係 �各保育園保護者 � 

23 i 3／9 �土 ー 土 �授業委員会委員選挙人名 簿の縦覚 � �役場総務課 窓口 �瞭∴轟∴係 �10a以上の展菜耕作者、 �2ページ 

25 �月 �心　配　ご　と　相　談 � �公民館別館 �福　祉　係 � � 

26 �火 �妊　　婦　　相　　談 �9：30 �役場保健室 �保健衛生係 �妊産婦 �6ページ 

所得税の確定申告 � �中央公民館 �町民説係 � �2ページ 

27 �水 �所得税の確定申告 � �中央公民館 �町民税係 �一般の申告 �2ページ 

老　人　大　学　院 � �中央公民館 �社会教育係 �開講式 � 

28 �木 �婦　人　学　級　⑤ � �中央公民館 �社会教育係 �婦人学級生 � 

手　話　請　座　⑯ � �中央公民館 �社会教育係 �手話教室生 � 

楠田藤巻茅日IIIIii聞古古小白極添矢安舛高三 　口野崎野永埼原野野野IIi石口田野増満目嗜好 �∠ゝ 

田 �Iコ 格 

初忠由ひ英美多　敬久伊政美一正芳高畠暁徳 枝一美ろ由和賀千手幸佐治枝巳寛子美∵閏言正博 �者 氏 

子　み　英　子　生　秋　　　　男　　子 �名 

：広遠遼遠遥遠遠浅上虫虫美加浅老広新若木遼 波賀貸費賀賀賀　創生生　　　　　　賀 �住 所 又 は 所 

小　ボ∴ポ　ポ　ボ∴ポ∴ボ木府津津蓉府木皮渡町松守Iii 

フ‘　フ‾　フ‾　フ‾　ア　ブ” 

イイイイイイ アアアアアア のののののの �屈 団 体 名 

会　会　会　全会会 

日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

公
認
指
導
員
が
誕
生
し
ま
し
た

昭
和
五
十
八
年
一
月
か
ら
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
遠
賀

町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
ク
ー
ル
卒
業
生
で
、
次
の
方
々
が

日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
公
認
二
綬
指
導
員
の
検
定

に
合
格
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
・
職
場
で
各
穏
レ
ク
指
導
が

必
要
な
場
合
は
多
い
に
霧
し
て
く
だ
さ
い
。
公
認
指
導

員
も
依
頼
を
待
っ
て
い
ま
す
。



公⑭西の彿　　　　　　　　　　　　　第356号

一
一
三
一
三
…
一
三
一
一
一
中
高
年
…
三
三
三
一
一
一
一
三

〝
豪
の
柱
・
働
き
盛
り
〟
を
襲
う
成
人
碩

わ
が
国
は
、
い
ま
や
世
界
一

の
長
寿
国
に
な
り
ま
し
た
が
、

そ
の
一
方
で
、
脳
卒
中
、
が
ん
、

心
臓
病
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
成
人

病
で
亡
く
な
る
人
が
年
々
増
え

て
い
ま
す
。

成
人
病
i
i
 
i
と
く
に
脳
卒
中
、

心
臓
病
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
循
環

器
系
の
成
人
病
は
、
中
年
を
過

ぎ
る
と
急
に
増
え
る
慢
性
病
の

一
つ
で
、
高
血
圧
や
動
脈
硬
化

が
主
な
原
因
で
す
が
、
家
庭
で

は
一
家
の
柱
、
職
場
で
は
働
き

盛
り
の
年
齢
層
を
憩
う
と
こ
ろ

に
そ
の
価
さ
が
あ
り
ま
す
。

昭
和
二
十
六
年
以
来
、
三
十

年
間
に
わ
た
っ
て
日
本
人
の
死

因
の
第
一
位
を
占
め
て
き
た
脳

卒
中
と
、
が
ん
に
次
い
で
〝
死

亡
順
位
〟
三
位
の
心
職
病
に
つ

い
て
、
そ
の
症
状
お
よ
び
予
防

と
対
策
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

脳
卒
中
　
　
脳
の
細
か
い
動
脈
が
破
れ
た
り
、
詰
ま
る

「
人
間
は
血
省
と
と
も
に
年
を
と

る
L
 
i
i
I
と
よ
く
い
わ
れ
ま
す
。

脳
卒
中
と
は
　
脳
の
血
液
の
流
れ

に
時
宜
が
起
き
、
揃
の
細
か
い
動
脈

が
破
れ
た
り
、
謡
っ
た
り
す
る
も
の

です。い
わ
ゆ
る
　
「
中
風
」
は
、
脳
隼
中

の
後
述
痛
か
ら
、
手
足
の
マ
と
や
知

覚
障
－
‥
、
精
神
時
宜
を
き
た
し
て
い

る
状
態
を
指
し
ま
す
。

脳
卒
中
に
は
「
脳
出
血
」
「
脳
梗
塞
」

「
ク
モ
眼
下
出
血
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

（脳出血）

腕
の
動
脈
が
破
れ
て
、
血
液
が
血

管
の
外
へ
流
れ
出
た
状
態
が
「
脳
出

血
」
　
で
す
。

脳
の
神
経
が
障
雷
を
受
け
る
た
め

多
く
の
場
合
、
突
然
、
意
識
を
失
っ

て
倒
れ
、
深
い
こ
ん
晦
状
態
に
陥
る

と
と
も
に
半
身
が
マ
ヒ
し
ま
す
。

（脳梗塞）

－
穂
に
腕
梗
塞
と
い
わ
れ
る
も
の

に
は
、
脳
血
袷
と
脳
塞
栓
が
あ
り
ま

す。

脳
血
桜

脳
の
動
脈
が
碩
く
な
り
　
（
動
脈
触

化
）
、
血
管
が
だ
ん
だ
ん
狭
く
な
っ
て

や
が
て
詰
ま
り
、
そ
こ
か
ち
先
に
血

液
が
流
れ
な
く
な
っ
た
状
態
が
　
「
脳

血
栓
」
で
す
。

そ
の
結
果
、
蹄
組
純
に
栄
養
分
や

腫
素
が
屈
が
な
く
な
り
、
脳
細
胞
は

破
壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

多
く
の
場
合
、
め
ま
い
や
頬
筋
、
嘉

の
も
つ
れ
、
手
足
の
し
び
れ
と
い
っ
た

言
開
ぶ
れ
〟
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
発
作

が
起
こ
る
と
、
半
身
が
マ
ヒ
し
な
り

二
人
睡
状
態
に
脇
っ
た
り
し
ま
す
。

脳
寒
桜

主
に
心
臓
弁
膜
症
な
ど
に
よ
っ
て

心
眼
肉
に
で
き
だ
血
液
の
か
た
ま
り

が
、
血
管
を
通
っ
て
脳
に
運
ば
れ
、

脳
の
動
脈
に
詰
ま
っ
て
血
液
が
流
れ

な
く
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

症
状
と
し
て
は
、
半
身
の
マ
ヒ
や

‥
語
樟
I
＝
を
偉
い
ま
す
が
、
脳
血
栓

に
比
べ
て
発
作
が
急
に
起
こ
る
の
か

雄
徴
で
す
。

（
ク
モ
膜
下
出
血
）

脳
は
ク
モ
膜
と
い
う
膜
で
お
お
わ

れ
て
お
り
、
ク
モ
膜
と
腕
の
表
面
に

は
細
か
い
動
脈
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ク
モ
膜
の
卜
の
脳
動
脈
に
小

さ
な
つ
プ
が
で
き
、
血
圧
が
－
が
っ

だ
と
き
な
ど
血
笛
が
破
れ
て
出
血
す

る
の
か
「
ク
モ
眼
下
出
血
」
で
す
。

頼
緬
が
は
げ
し
く
、
胸
が
ム
カ
ム

カ
し
て
吐
き
気
を
催
し
、
意
職
を
失

う
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
手
足
が
マ

ヒ
す
る
こ
と
は
、
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。

心
臓
病
　
　
冠
状
動
脈
が
荻
＜
な
っ
た
り
、
詰
ま
る

心
臓
は
、
わ
た
し
た
ち
が
生
き
で

い
る
殴
り
、
宮
崎
た
り
と
も
休
む
こ

と
な
く
、
血
液
を
全
身
に
送
り
出
す

大
切
な
ポ
ン
プ
の
役
目
を
し
て
い
ま

す。
同
時
に
、
心
臓
白
」
；
も
、
心
臓
を

と
り
ま
い
て
い
る
冠
救
動
脈
か
ら
血

液
を
迷
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
栄
益
分

に
よ
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
・
し
の
冠
状
動
脈

の
血
辞
が
狭
く
な
っ
た
り
、
ま
た
詰

ま
っ
た
り
す
る
と
、
血
液
の
流
れ
に

胸
高
が
起
こ
り
、
心
臓
の
機
能
に
瑛

籍
を
き
た
し
ま
す
。

こ
れ
が
心
臓
病
で
、
主
な
も
の
に

狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
が
あ
り
ま
す
。

（狭心濫）

心
臓
へ
の
〝
栄
怒
補
給
路
ん
と
も

い
え
る
冠
状
動
脈
の
血
液
の
流
れ
が
、

一
時
的
に
少
な
く
な
り
、
酸
素
の
振

鈴
が
不
足
す
る
だ
め
に
起
こ
り
ま
す
。

挟
心
痛
の
発
作
は
、
体
を
動
か
し

て

い

る

と

き

、

と

く

に

舞

い

て

い

る

と
き
に
起
こ
る
こ
と
が
多
く
、
普
通

は
的
の
中
山
へ
に
日
通
感
を
伴
う
縮
み

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
縮
み
は
、
多
く
の
場
合
、
安

櫛
に
し
て
い
れ
ば
　
～
五
分
で
お
さ

ま
り
ま
す
。

（
心
筋
梗
塞
）

冠
状
動
脈
が
ふ
さ
が
っ
て
血
液
が

流
れ
な
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
心
臓

の
組
織
（
筋
肉
）
が
破
壊
さ
れ
、
そ

の
　
部
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
状
態
が

心
筋
梗
塞
で
す
。

心
筋
梗
優
の
発
作
は
、
狭
心
症
よ

り
も
激
し
い
痛
み
が
胴
金
体
に
お
よ

び
、
し
か
も
良
く
搬
く
こ
と
が
あ
り
、

最
悪
の
場
合
は
数
時
間
の
う
ち
に
死

亡
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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脳
卒
中
　
心
臓
病
な
ど
循
環
器
系

の
成
人
病
に
か
か
る
最
大
の
原
因
は
、

高
血
圧
と
動
脈
硬
化
で
す
。

高
血
圧
は
動
脈
硬
化
を
う
な
が
し

動
脈
硬
化
が
ひ
ど
く
な
る
と
血
圧
も

高
く
な
る
と
い
っ
た
具
合
に
、
こ
れ

ら
二
つ
の
悪
循
環
が
高
じ
て
、
脳
卒

中
や
心
臆
病
を
は
し

め
と
す
る
成
人
病
の

〝
元
凶
〟
と
な
る
の
で

す
。
高
血
圧
、
動
脈

硬
化
の
い
ず
れ
か
を

防
ぎ
　
両
者
の
悪
循

環
を
断
つ
こ
と
が
成

人
病
予
防
の
決
め
手

です。

百

草

心
臓
か
・
㌧
送
り
出
さ
れ
た
血
液
は
、

血
管
の
中
を
溢
れ
て
全
身
に
く
ま
な

く
送
り
届
け
・
㌧
れ
ま
す
が
、
動
脈
が

硬
化
し
て
細
く
な
り
血
液
の
流
れ
が

悪
く
な
る
と
、
心
服
と
い
う
ポ
ン
プ

は
、
そ
れ
だ
け
余
計
∵
∴
圧
力
を
－
け

な
は
れ
げ
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
が
つ
ま
り
高
血
月
で
、
心
輝
に
負

個
が
か
か
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
動

脈
硬
化
を
促
進
す
る
結
果
と
な
り
、

脳
卒
中
や
心
臓
癖
の
原
因
と
な
る
の

です。で
は
、
正
鵠
を
血
圧
と
は
ど
れ
く

ら
い
な
の
か
と
い
い
ま
す
と
、
－
破

約
に
は
最
大
が
甘
田
上
ミ
リ
、
最
小

が
九
上
ミ
リ
を
そ
れ
ぞ
れ
上
限
と
し

て
い
ま
す
。

定
期
的
に
血
圧
を
測
り
、
自
分
の

ふ
だ
ん
の
値
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が

大
切
で
す
。動

脈
硬
化
謹
紺

動
脈
は
、
心
臓
か
ら
出
る
血
液
を

全
身
に
送
り
届
け
る
大
切
な
役
H
を

某
だ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
血
管
の
厚

さ
や
広
さ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
動
脈
で

ほ
ぼ
決
ま
っ
て
お
り
、
困
鷺
は
ス
ベ

ス
ベ
し
て
柘
も
が
で
す
。

と
こ
ろ
が
年
と
と
も
に
、
困
控
に

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
門
脂
肪
な
ど

が
く
っ
つ
く
と
、
そ
の
分
、
血
液
の

通
る
道
が
細
く
な
り
、
血
辞
そ
の
も

の
も
だ
ん
だ
ん
弾
力
閏
が
な
く
な
っ

て
そ
り
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
動
脈
梗
化
と
い
わ
れ
ろ
も

の
で
、
血
液
の
流
れ
が
悪
く
な
る
と

同
時
に
血
白
を
高
め
、
そ
の
こ
と
が

ま
だ
、
動
脈
硬
化
に
い
っ
そ
う
相
中

を
か
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

脳
卒
中
と
心
固
病
の
〝
元
凶
〟

高
血
圧
と
動
脈
硬
化

i
i
i
i
i
i
L
憫
胤
側
聞
i
i
i

家
庭
と
職
場
の
〝
両
面
作
戦
〟
で

踊
卒
中
や
心
臓
病
に
か
か
ら
な
い

だ
め
に
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
高
血

圧
と
動
脈
硬
化
に
な
ら
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
ふ
だ
ん
次
の
よ
う
な
点
に
l

分
瀧
思
し
ま
し
ょ
う
。

田
圃
闇
開
聞
開
国
岨

塩
分
の
と
り
過
ぎ
に
注
意
し
、
偏

食
を
避
け
、
栄
養
の
ハ
ラ
ン
ス
に
気

を
租
り
ま
し
ょ
う
。

ま
だ
、
納
期
は
バ
タ
ー
、
ラ
ー
ド

な
ど
の
動
物
性
油
は
な
る
へ
く
避
け
、

っ
て
緬
や
コ
ー
ン
油
、
植
物
撮
マ
ー

ガ
リ
ン
な
と
の
柄
物
博
油
を
と
る
醤

収
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

“
副
、
＄
ふ
い
よ
・
∵

散
歩
や
軽
い
体
操
な
ど
体
に
合
っ

た
適
度
な
運
動
は
、
生
朗
間
に
よ
い

ば
か
り
で
な
く
、
稲
伸
的
な
緊
級
を

ほ
ぐ
す
だ
め
に
も
効
果
的
で
す
。

そ
の
日
の
体
の
潤
子
に
合
わ
せ
、
長

続
き
す
る
よ
う
に
心
か
け
ま
し
ょ
う
。

帽
旧
聞
国
書

肥
満
は
、
心
臓
に
魚
組
を
か
け
、

高
血
圧
の
も
と
に
な
り
ま
す
か
㌧

ー
分
気
を
配
り
、
一
細
当
た
り
の
洪

取
カ
ロ
リ
ー
が
必
要
最
を
超
え
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

博
樹
周
回
旧
山

浦
は
道
端
を
守
る
習
慣
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。
一
週
間
に
．
日
か
ー
日
の

〝
休
肝
日
ん
を
設
け
ろ
の
も
、
飲
み
過

ぎ
を
防
ぐ
意
味
で
よ
い
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
飲
む
と
き
は
タ
ン
パ
ク
質
、

脂
肪
、
ビ
タ
ミ
ン
類
な
ど
″
さ
か
な
〟

の
補
給
を
お
忘
れ
な
く
。

「
引
割
引
且

を
送
り
ま
し
ょ
う
。

②
精
神
の
安
定
を

血
圧
は
、
精
神
状
態
に
敏
感
に
反

応
し
ま
す
。
突
発
的
に
起
こ
る
感
値

的
な
動
揺
　
－
典
籍
や
怒
り
i
i
i
や
、

心
配
ご
と
で
悩
ん
だ
り
す
る
の
は
よ

く
あ
り
ま
せ
ん
。
適
度
な
気
分
転
換

を
図
り
ま
し
ょ
う
。

◎
保
温
の
心
か
け
を

冬
の
夜
、
便
所
な
と
で
脳
出
血
の

発
作
を
起
こ
す
人
が
多
い
よ
う
に

暖
か
い
所
か
ら
急
に
寒
い
と
こ
ろ
に

体
を
さ
ら
す
の
は
、
よ
く
あ
り
ま
せ

①
規
則
正
し
い
生
活
を

仕
出
と
休
糞
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

て
、
疲
れ
が
た
ま
ら
な
い
よ
う
に
鴫

鵬
を
よ
く
と
り
、
現
川
点
し
い
生
活

ん
。
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

④
湯
か
げ
ん
の
調
節
を

鳳
出
の
脱
衣
場
は
喚
め
る
　
方
、

湯
の
温
度
は
熱
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
浴
そ
う
肉
で
は
水
月
の

彰
糟
も
受
け
る
の
で
、
上
方
汗
思
し

ま
し
ょ
う
。

⑤
排
便
の
工
夫
を

便
秘
は
不
快
感
や
イ
ラ
イ
ラ
の
も

と
に
な
り
、
面
白
に
よ
く
あ
り
ま
せ

ん
。
適
度
な
運
動
と
、
野
栄
や
く
だ

も
の
な
ど
繊
細
の
多
い
も
の
を
食
へ
、

便
秘
に
な
ら
な
い
よ
う
に
。

ま
た
、
捕
殺
の
と
き
、
り
き
び
と

血
白
が
－
が
り
よ
す
の
で
、
な
る
へ

く
腰
か
は
式
を
使
用
し
、
ゆ
っ
く
り

時
間
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

⑥
定
期
的
に
健
康
診
断
を

少
な
く
と
も
年
に
、
　
画
は
蝕

焼
診
断
を
受
け
、
綱
気
の
年
期
発
見
・

年
期
結
線
を
心
が
け
き
し
ょ
う
。


